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近畿地方では、例年より早い梅雨明け宣言がされ

ました。すでに真夏のような暑い日々が続いていま

す。暑くて長い夏が始まりました。 

さて、もうすぐ夏休みです。図書館では夏休みに

中に読んでみてはどうかなと思う「あんな本こんな

本」を紹介します。参考にしてみてください。 

『ラブカは静かに弓を持つ』 

安壇美緒（著） 

「ラブカってなんだろう？」あまり気にとめずに、読み始め

ました。実話がベースにある小説です。 

ミカサ音楽教室にスパイとして潜入した全日本著作権連盟

（全著連）の 橘 樹
たちばないつき

。小さい頃に習っていたチェロを潜入先

の音楽教室で講師の浅葉桜太郎からレッスンを受けること

になった。心が崩れかけるようなスパイ行為。毎週のレッスン

や同じ講師に習う仲間との交流を通して、樹は少しずつ凍り

がちな心が解放されていきます。そして、いよいよ法廷に持

ち出す日が近くなり、樹はどうするのか。 

しかし、樹が隠しカメラ内蔵のボールペンを持っていたこ

とから、スパイだということが講師の浅葉にばれてしまった。

今まで築いてきた浅葉や仲間たちとの関係は悪くなってし

まい、開きなおりのような気持ちで日々を過ごす樹だった

が、全著連から送り込まれたスパイは樹だけではなかった。 

誰かが命を狙われたりするような物騒な展開にはならな

いのだが、はらはらどきどきが止まらない作品です。ラブカ

が登場するのは、物語も終盤の方です。ぜひ読んでみてくだ

さい。 

 ところで「ラブカ」ってなんだ？ 

夏休みにおすすめの本Part１ 

もし高校野球の女子マネージャーがドラッカ

ーの『マネジメント』を読んだら 

岩崎夏海（著） 

ある日突然、女子マネージャーになった主人

公の川島みなみは、都立程久保高校の野球部

を「甲子園に連れていく」と決めた。でも、いっ

たいどうやって？ 

『ぼくはイエローでホワイトで、 

ちょっとブルー』 

プレディみかこ（著） 

人権も貧富の差もごちゃまぜのイギ

リスの中学校に通い始めたぼく。 

『フェルマーの最終定理』 

サイモン・シン（著） 

１７世紀、ひとりの数学者が謎に満ちた言葉

を残した。あまりにも有名な数学界最大の

超難関「フェルマーの最終定理」への挑戦が

始まった。 

小説ではない本特集 

☆★夏休み前の貸出が始まっています☆★ 

 

返却日  ８月２５日（月） 

貸出冊数 ５冊 

ずっと気になっていた本、読んでみました。 

 



 

 

（漫画がいっぱい） 

 書     名 著 者 名 出 版 社 

1 きのう何食べた？㉔ よしながふみ 講談社 

2 今日も異文化の壁と闘ってます 千葉祐大 Yuko（漫画） 三笠書房 

3 南海トラフ巨大地震③ biki(原作)/よしづきくみち（漫画） KODANSHA 

4 ある奴隷少女に起こった出来事③ あらいまりこ 双葉社 

5 ブルーロック㉞ ノ村優介/金城宗幸 講談社 

6 BLUE GIANT①～⑩ 石塚真一 小学館 

7 BLUE GIANT SUPREME①～⑪ 石塚真一 小学館 

8 BLUE GIANT EXPLORER①～⑨ 石塚真一/NUMBRER８ 小学館 

9 BLUE GIANT MOMENTUM①～④ 石塚真一/NUMBRER８ 小学館 

10 舞妓さんちのまかないさん㉚ 小山愛子 小学館 

 

 

 

 書    名 著   者   名 出 版 社 

1 いいから いいから 長谷川義史 絵本館 

2 ライオンのくにのねずみ さかとくみ雪 中央公論新社 

3 大ピンチずかん②③ 鈴木のりたけ 小学館 

4 ならしている 五味太郎 絵本館 

5 チビ、にげろ！８ぴきのだいだっそう はせがわゆうじ 中央公論新社 

6 日本語 オノマトペのえほん 髙野紀子 あすなろ書房 

7 ぷ たなかひかる 金の星社 

8 しゃっくりガイコツ ﾏｰｼﾞｪﾘｰ・ｶｲﾗ（文）/S.D.ｼﾝﾄﾞﾗｰ（絵） あすなろ書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪♪新しく図書館に入った本♪♪ 

『名前で呼ばれたこともなかったから』 

寮美千子（編） 

過酷な環境によって、犯罪にまで追い詰められたしま

った少年たちが自らの胸の内を表現した詩集 

 

『地上に星座をつくる』 

石川直樹（著） 

未知の風景を求めて写真を撮る。世界中を旅し

た７年間の記録 

 

 

（絵本がいっぱい） 

夏休みにおすすめの本 Part２ 

『あなたを閉じこめる「ずるい言葉」』 

森山至貴（著） 

「あなたのためを思って言ってるんだよ」 

→“上から目線”がカクれた言葉 

→抜け出すには･･･「あなた」のためを思って言っていること

が、本当に「あなた」のためになるとは限らない。 

 

などなど、「ずるい言葉」によって会話を閉ざされてしまう。

なんだか、もやもやしてしまうあなたにおすすめです。 

 

『ソフィーの世界』 

ある日、少女ソフィーのもとに届いた差出人不

明の 1 通の手紙。そこにはたった一言「あなた

はだれ？」とだけ書かれていました。 

世界一やさしい哲学書です。ロングセラーの１

冊です。 

 

『シリーズ ブルージャイアント』おすすめです (*^_^*) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


